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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
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【手続補正書】
【提出日】平成28年3月16日(2016.3.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式：
【化１】



(2) JP 2015-131856 A5 2016.5.12

の化合物であって、
ここで、Bは、Rb1－およびRb2－C(O)－からなる群から選択され、ここで、
　Rb1は、C6～C10アルキルおよびNRb4Rb5によって置換されたC6～C10アルキルからなる群
から選択され；
　Rb2は、C6～C10アルキルおよびNRb4Rb5によって置換されたC6～C10アルキルからなる群
から選択され；そして
　Rb4およびRb5は、独立して、HおよびC1～C4アルキルからなる群から選択され；そして
　R11bは、H、C1～C8アルキル、C4～C8シクロアルキル、C7～C12ビシクロアルキル、C7～
C12シクロアルキルアリールおよびC1～C4アルキル－C4～C8シクロアルキルからなる群か
ら選択される、化合物。
【請求項２】
　BがRb2－C(O)－であり、かつRb2がC6～C10アルキルであり；そして
R11bが、HおよびC1～C8アルキルからなる群から選択される、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　Occ-Sni-Nmf-leu-Leu-Hyp-Nml-Asp-Arg-Ile-NH2(配列番号436)
である、請求項２に記載の化合物。
【請求項４】
　式:
【化２】

の化合物であって、ここでBは、Rb1－およびRb2－C(O)－からなる群から選択され、ここ
で、
　Rb1は、C6～C10アルキルおよびNRb4Rb5によって置換されたC6～C10アルキルからなる群
から選択され；
　Rb2は、C6～C10アルキルおよびNRb4Rb5によって置換されたC6～C10アルキルからなる群
から選択され；そして
　Rb4およびRb5は、独立して、HおよびC1～C4アルキルからなる群から選択され；そして
　R11bは、H、C1～C8アルキル、C4～C8シクロアルキル、C7～C12ビシクロアルキル、C7～
C12シクロアルキルアリールおよびC1～C4アルキル－C4～C8シクロアルキルからなる群か
ら選択される、化合物。
【請求項５】
　BがRb2－C(O)－であり、かつRb2がC6～C10アルキルであり；そして
R11bが、H、C1～C8アルキルおよびC4～C8シクロアルキルからなる群から選択される、請
求項４に記載の化合物。
【請求項６】
　Occ-Sni-Phe-orn(Me2)-Leu-Hyp-Nml-Asp-Arg-Che(配列番号518)
である、請求項５に記載の化合物。
【請求項７】
　式:
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【化３】

の化合物であって、ここで、Bは、Rb1－およびRb2－C(O)－からなる群から選択され、こ
こで、
　Rb1は、C6～C10アルキルおよびNRb4Rb5によって置換されたC6～C10アルキルからなる群
から選択され；
　Rb2は、C6～C10アルキルおよびNRb4Rb5によって置換されたC6～C10アルキルからなる群
から選択され；そして
　Rb4およびRb5は、独立して、HおよびC1～C4アルキルからなる群から選択され；そして
　R11bは、H、C1～C8アルキル、C4～C8シクロアルキル、C7～C12ビシクロアルキル、C7～
C12シクロアルキルアリールおよびC1～C4アルキル－C4～C8シクロアルキルからなる群か
ら選択される、化合物。
【請求項８】
　BがRb2－C(O)－であり、かつRb2がC6～C10アルキルであり；そして
R11bが、HおよびC1～C8アルキルからなる群から選択される、請求項７に記載の化合物。
【請求項９】
　Occ-ser-Phe-leu-Leu-Hyp-Nml-Asp-Arg-Ile-NH2 (配列番号530)
である、請求項８に記載の化合物。
【請求項１０】
　式:

【化４】

の化合物であって、ここでBは、Rb1－およびRb2－C(O)－からなる群から選択され、ここ
で、
　Rb1は、C6～C10アルキルおよびNRb4Rb5によって置換されたC6～C10アルキルからなる群
から選択され；
　Rb2は、C6～C10アルキルおよびNRb4Rb5によって置換されたC6～C10アルキルからなる群
から選択され；そして
　Rb4およびRb5は、独立して、HおよびC1～C4アルキルからなる群から選択され；そして
　R11bは、H、C1～C8アルキル、C4～C8シクロアルキル、C7～C12ビシクロアルキル、C7～
C12シクロアルキルアリールおよびC1～C4アルキル－C4～C8シクロアルキルからなる群か
ら選択される、化合物。
【請求項１１】
　BがRb2－C(O)－であり、かつRb2がC6～C10アルキルであり；そして
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R11bが、HおよびC1～C8アルキルからなる群から選択される、請求項１０に記載の化合物
。
【請求項１２】
　Occ-Sni-Phe-hse-Leu-Hyp-Nml-Asp-Arg-Ile-NH2(配列番号560)
である、請求項１１に記載の化合物。
【請求項１３】
　式:
【化５】

の化合物であって、ここで、Bは、Rb1－およびRb2－C(O)－からなる群から選択され、こ
こで、
　Rb1は、C6～C10アルキルおよびNRb4Rb5によって置換されたC6～C10アルキルからなる群
から選択され；
　Rb2は、C6～C10アルキルおよびNRb4Rb5によって置換されたC6～C10アルキルからなる群
から選択され；そして
　Rb4およびRb5は、独立して、HおよびC1～C4アルキルからなる群から選択され；そして
　R11bは、H、C1～C8アルキル、C4～C8シクロアルキル、C7～C12ビシクロアルキル、C7～
C12シクロアルキルアリールおよびC1～C4アルキル－C4～C8シクロアルキルからなる群か
ら選択される、化合物。
【請求項１４】
　BがRb2－C(O)－であり、かつRb2がC6～C10アルキルであり；そして
R11bが、HおよびC1～C8アルキルからなる群から選択される、請求項１３に記載の化合物
。
【請求項１５】
　Occ-Sni-Phe-leu-Leu-Hyp-Nml-Asp-Arg-Ile-NH2(配列番号182)
である、請求項１４に記載の化合物。
【請求項１６】
　BがRb2－C(O)－であり、かつRb2がNRb4Rb5によって置換されたC6－C10アルキルであり
；
　Rb4およびRb5が、独立して、HおよびC1～C4アルキルからなる群から選択され；そして
　R11bが、HおよびC1～C8アルキルからなる群から選択される、請求項１３に記載の化合
物。
【請求項１７】
　化合物であって、
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【化６】

から選択される化合物。
【請求項１８】
　H-Adx-Hgl-Sni-Phe-leu-Leu-Hyp-Nml-Asp-Arg-Ile-NH2(配列番号538)
である、請求項１７に記載の化合物。
【請求項１９】
　式:
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【化７】

の化合物であって、ここで、Bは、Rb1－およびRb2－C(O)－からなる群から選択され、こ
こで、
　Rb1は、C6～C10アルキルおよびNRb4Rb5によって置換されたC6～C10アルキルからなる群
から選択され；
　Rb2は、C6～C10アルキルおよびNRb4Rb5によって置換されたC6～C10アルキルからなる群
から選択され；そして
　Rb4およびRb5は、独立して、HおよびC1～C4アルキルからなる群から選択され；そして
　R11bは、H、C1～C8アルキル、C4～C8シクロアルキル、C7～C12ビシクロアルキル、C7～
C12シクロアルキルアリールおよびC1～C4アルキル－C4～C8シクロアルキルからなる群か
ら選択される、化合物。
【請求項２０】
　BがRb2－C(O)－であり、かつRb2がC6～C10アルキルであり；そして
R11bが、HおよびC1～C8アルキルからなる群から選択される、請求項１９に記載の化合物
。
【請求項２１】
　Occ-Sni-Phe-orn(Me2)-Leu-Hyp-Nml-Asp-Arg-Ile-NH2(配列番号269)
である、請求項２０に記載の化合物。
【請求項２２】
　眼内圧を低下させることを必要とする対象において眼内圧を低下させるための、請求項
1～21のいずれかに記載の化合物を含む組成物。
【請求項２３】
　前記眼内圧が緑内障と関連する、請求項２２に記載の組成物。
【請求項２４】
　眼疾患を処置することを必要とする対象において眼疾患を処置するための、請求項1～2
1のいずれかに記載の化合物を含む組成物であって、該眼疾患が緑内障、高い眼内圧また
は高眼圧症である、組成物。
【請求項２５】
　請求項1～21のいずれかに記載の化合物および１つ以上の賦形剤を含む組成物。
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